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ファンと知的財産権 についての試論

山 本 順 一

は じめ に

世の中には,ひ とつのモノ,あ るいは同種 のモノ,特 定 の個 人 もしくは集

団が作 成 した文学的ない しは芸術 的作 品,あ る特 定の企業 や団体 が生 産す る

商品や提供 す るサ ービス,あ る ひ と りの特 定 の人物や 数人 のグル ー プに対

して,一 時的 にない しは生涯 にわ たって,異 常 な または異様 な執着 を示す

ひ と,お よび ひ とた ちがい る。 その ひ と(た ち)の 性 向 を`フ ェテ ィシズ

ム'(fetishism)と 認 識 した り,そ の ようなひ と(た ち)を`フ ァン'(fan,

fandom)と 呼 んだ りす る。一方 で,(多 くは異性 の)特 定 の人 物 に(嫌 わ

れ,受 け入れ られないのに もかかわ らず)執 着,入 れ込んで しま う一途 な純

情 な ひ とた ち を`ス トー カ ー'(stalker)と して社 会 的 に排 斥 しよ う とす

る。 どうや ら人間 とい う動物 には この ような,お よそ理性 的 とはいえない属

性 が本質的に備 わっている ようである。理性 的ではない人間に よって構成 さ

れる合 理的な資本主義社会 と市場経 済は,ひ とに備 わるこの`執 着'を 巧 み

に利用 し,制 度化 しよう として きた。本稿で は,`ス トーカー規 制法 と略

称 される,ス トーカー行為等 の規 制等 に関する法律(平 成12年5月24日 法

律 第81号)が 対象 とす る`ス トーカ ー'を のぞ き,`フ ァ ソ と呼 ばれ た

り,`フ ァン'と 自認 した りしてい るひと(た ち)と15世 紀 以降の歴 史社会

が捏造 して きた`知 的財 産権 とのかかわ りについて,ア メ リカの関係法制

度に も目配 りをしなが ら,一 緒 に考 えてみる ことに したい。 もっ とも,特 定

の女性 を深 く熱愛 した経験 もな く,飽 きっぽ くて特定 の事物 に執心 したこ と
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もないわた しが,ど の程 度説得力 を持 って本稿 の論 旨を矛盾 な く展 開で きる

かについては,ま った く自信 がない。

ちなみに,こ のテーマで少 し考える気 になったのは,在 外研修 の場 である

ア リゾナ大学の ロースクール ・ライブラ リーに所蔵 されていた 『だって,わ

た しはあなたの大 フ ァンなんだ もの1フ ァ ンが こ しらえた コンテ ンツに

よって提起 され る商標 問題 の取扱 い』1)を借 り出 して,読 んだ ことが 契機 と

な って いる。 また,「 小 さなガキ をい じめるのか?フ ァ ンや追 っか け,熱

狂 者に対 して商標権 を主張 して まで」2)とい うタイ トルの研 究ノー トも面 白 く

読んだ。本稿 では,商 標 に限 らず,著 作権 な どを も含 め,広 く知 的財 産権 と

ファンについて考える ことに したい。現在 の身の回 りの問題 のほ とん どすべ

てがそ うであるが,ひ とむか し前 までだ と,関 係者 はの どかに,か つ穏便,

鷹 揚 に対応 してい たであろ うに と思 われ る ことが,イ ンターネ ッ トが普及

し,ツ イッターやFacebookな どで ぎゃん ぎゃん騒 ぐ人 たちが多 くな り,冷

静かつ合 理的に,ま た何 よ りも迅速に対応 しない と,関 係 当事者,第 三者,

そ して何 よ りも移 り気 なが らきわめて大 きな影響力 を もつ世 間にそっぽを向

かれて しま う。その結果,予 想 もしない大 反発 が短期 集 中的に繰 り広 げ ら

れ,適 法に して`正 当かつ正統 な'権 利 を行使 したはずの`強 者'が 大 きく

傷 つ くとい うこともあ り得 る。

知的財 産の権利者 もまた,関 係 する法律 や判例,薄 っぺ らい言説 を文字 に

した解 説書,政 府 関係機 関の指導,業 界団体 の定めたガイ ドライ ンに盲従 し

て,た だ権利 を主張するのではな く,社 会経 済的文脈 を踏 まえ将 来を見通 し

た物心両面の利益 の極大化 こそをお もんぱかるべ きであろ う。

かつて`フ ァン'と い うのは,法 的には問題 とはな らない,実 に可愛 い存

在 で しかなかった。アメ リカ連邦著作権法202条(17U.S.C.§202)は,

1)Butl}刀yoロrわfg9θS亡.fan!伽dung亡radem∂rkprob/emsposedbyfan-crea亡ed

content.byAnneGilsonLaLonde,andJeromeGilson,LexisNexis,2009.

2)DavidE.Armendariz,"Notes:PickingontheLittleGuy?AssertingTrademark

RightsAgainstFans,Emulators,andEnthusiasts",TexasLawReview.vol.90,

pp.1259-1261(2012),onlineavailableathttp://www.texaslrev.com/wp-content/

uploads/Armendariz-90-TLR-1259.pdf.
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「著作権 またはこれ に基づ く排他 的権利 の保 有は,著 作物が収録 され た有体

物の所 有権 の保 有 とは別個 の ものである」3)と定めている。いわゆる`フ ァー

ス トセール ドク トリン'の 規 定である。フ ァンは 自分 の大好 きな小説 やマ ン

ガ,レ コー ドを買って きた り,ど うで もいいブロマイ ドを集めた り,大 好 き

な対象が 印刷 され た り,録 音録 画 された もの を大量 に収 集 し,一 大 コ レク

シ ョンをこしらえた。そ して,ひ そかに,あ るいは仲 間内でそれ らを複製 し

た り,フ ァン ・コミック を描 いた り,フ ァン ・フ ィクシ ョンを書 いた り,下

手なアマチュア ・バ ン ドで演奏 していて も,権 利者 を含 め,誰 もなに もいわ

なかったのである。それが化体 された商品を購入 すれば,著 作権 に限 らず,

特 許権,商 標権 な どの知的財 産権 はその時点で消尽 し,市 民社会 で法 的紛争

の種 になる ことは まずあ りえなかった。

イ ンター ネ ッ トが普 及 し,時 代 は変 わ った。 しか し,事 の本 質 か らす れ

ば もっ とていねいに考え,議 論 するべ きだ とい うのが本稿執筆 の動機 にほ

かな らない。

1.執 着 す る対 象 と フ ァ ンの 行 動 か か わ っ て く る知 的 財 産 権 の 取

扱 い

1.1ひ とつのあ るい は同種のモ ノへの執着

年頃になれば,あ るいはそれ を超 えて も,ひ とには`性'に 対す る執着 は

やむ を得ない。それが谷崎潤 一郎 の ように`女 性 の足'で あった り,身 体 を

くるむ下着,衣 服 であった りする。人ではな く,魚 やペ ッ トに向か うひ とた

ち もい る。「そ こに山が あるか らだ」 と時 間 とエネ ルギー を投 入 し,た だ高

い ところに登 る人たち もいれば,ス キーやサーフ ィン,ゴ ルフな どのスポー

ツ,囲 碁 ・将棋,お 茶お花,と にか くさまざまなモ ノやこ とが らに執着す る

人たちがいて,そ うい う人たちは,一 定の歴 史的権威 のある,あ るいはなん

とな くで きあがって しまった組織,ど の ように名乗 ろ うと本質は`フ ァンク

3)Ownershipofacopyright,orofanyoftheexclusiverightsunderacopyright,is
distinctfromownershipofanymaterialobjectinwhichtheworkisembodied.



20桃 山学院大学経済経営論集 第56巻 第1号

ラブ である団体等 に加入 した り,あ たらしくそのようなものをこしらえ

る。このような場合 には,`フ ァンクラブ が暖簾争いで もしない限り,ま

ず既存の知的財産権 との衝突は見られないものと思われる。

1.2特 定 の個人 もし くは集 団が作 成 した文学 的ない しは芸術 的作 品 な ど

に対す る執着

J・K・ ロー リング(J.K.Rowlingl965-)の 小 説 『ハ リー ・ポ ッター』

(HarryPotter)シ リ ーズ は世 界中の多 くの子 ど もた ちに読 まれ,映 画化 さ

れた作 品 も広 く親 しまれ ている。`ハ リポタ'と 略称 され る一連 の作 品 とそ

こに登場 する人物 やモノに執着 する人たちは きわめて多 く,彼 らは`ポ ッタ

リァ ン'(Potterian)と 呼 ばれ る まで にな って い る。 日本 の`ポ ッタ リア

ン'の なか には,フ ァンの公式 ホー ムペー ジ,`ホ グ ワー ツ校 友 の会 同 窓

会'4)の会 員 とな り,似 合 うか どうかに関わ りな く,ホ グワーッ魔法魔術学校

(HogwartsSchoolofWitchcraftandWizardry)の 制 服 を身に着 けるこ とに

楽 しみ を見出す人 もいる。 この公 式 ファンクラブのホームページは,日 本語

版の翻訳書 を出版 している静山社 が運営 している。

しか し,日 本のすべ ての`ポ ッタリア ン'が 静 山社 に囲い込まれるわけで

はな く,非 公式,草 の根 の愛好者 の ファンサイ トが少 な くない。アメ リカの

`ポ
ッタ リア ン'は,数 多 くの フ ァンサ イ トを立 ち上 げて お り,そ こ には

`ハ リポダ シ リーズの登場 人物
,舞 台設定等 を借 りて書か れた多 くの フ ァ

ン ・フィク シ ョン(fanfictions)が あ げ られてい る し,画 像 や動 画 な どの

ファン ・アー ト(fanart),フ ァ ン ・ビデオ(fanvideo)も 見 ることが で き

る。J・K・ ロー リングの書 い た小 説 『ハ リー ・ポ ッター』 シ リーズ や,そ

れ をワーナ ー ・ブラザ ーズ(WarnerBros.)が 映 画化 した作 品 には著作権

が存在 する。 また,登 場 人物 や架空の学校,ホ グワーッ魔法魔術学校 な どは

登録 され,商 標権 が主張 されるだけでな く,こ れ ら著名 な名称 を第三者 が使

用 した場合 には不正競 争行為 として追及 される可 能性 がある。非公式 のフ ァ

4)http://www.sayzansha.com/jp/harrypotter/fanclub/
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ンサ イ トにあげ られ,イ ンターネ ッ ト上 に公 開 されて いる フ ァン ・フィク

シ ョン,フ ァン ・アー トは,権 利者 の意向を付 度するこ とな く,権 利者 が育

てた`ブ ラン ド'を 勝 手に使 って,見 事 に法 的に権利侵害行為 を公然 と行 っ

ている とみな される。 さらに,権 利者側 が公認 していないフ ァンサイ トにつ

いては,後 にふれるが,ド メイ ン ・ネームが権利者側公認 であるかの ような

外観 を持 つ ものについては問題 とされかねない5)。

ファン と著作 者 は,生 産者 と消費者,消 費者 が高 じて二次 的生産者 が生

まれ る とい う 関係 に終 わ る もの で は ない。 アー サ ー ・コナ ン ・ドイ ル

(ArthurIgnatiusConanDoyle,1859-1930)の 一 連 の作 品,`シ ャー ロ ッ

ク ・ホームズ'を 愛す る人た ちは`シ ャーロキ ア ン'(Sherlockian)と 呼 ば

れ,日 本では 日本 シ ャー ロ ック ・ホームズ クラブ6)な る団体が ホームペ ージ

をあげている。ホームズは 「最後 の事件 」(TheFinalProblem,1893)の

な か で一 度 は死 んだ ので あ るが,フ ァ ンの 熱望 が 「空 き家 の 冒険」(The

AdventureoftheEmptyHouse,1903)で 生 還する話 はあま りに も有名 で

ある。 ファンの意向が著作者 が当初 考えていた本 来の筋書 きを変 えて しまっ

たのである。知的財 産制度においては,生 産者 である著作者(権 利者)と 消

費者である読者,フ ァンとの関係 を動 的に把握 する必要 があ り,知 的財 産権

ビジネスはたんなるモ ノやサー ビスの売買 とは異 なる側面 を見据 えてお くべ

きものの ように思われる。

当然の ことであるが,ど さっ とファンがつ くのは`ハ リポ ダ や`シ ャー

ロ ック ・ホー ムズ の よ うな小 説,文 学 作 品 だ けで は ない。少 し以前,

`クール ・ジャパ ン'と い う耳触 りの良い言葉が もて はや された ことがあ る
。

その と きは経 済が冷 えて`ク ール'な のか と思 ったが,`日 本 の文化が海外

で高い評価 を受けている現 象 をい うのだそ うである。`ク ール ・ジャパ ン'

5)状 況 によっては,著 名な名称を関係のない第三者が ドメインネームとしてあ ら

か じめ登録 し,後 で高 く売 りつ けよ うとするサ イバー スクワ ッテ ィング

(cybersquatting)と 見 られかねない。アメリカではランハム法(LanhamAct:

連邦商標法)が 侵害的なドメインネームの登録を禁止する規定をおいている(15

U.S.C.S1125(d))0

6)http://www.holmesjapan.jp/
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の代 表選手が`ア ニ メ'で あ り,ア メ リカで は`anime'と い えば 日本 で制

作 されたマ ンガ映画 を指す との ことである7)。

日本のマ ンガの世 界で,`ド ラえ もん最終話'事 件 が騒が れた ことを記憶

してい る方 は多い と思 う。 日本 語版`ウ ィキペ デ ィア'に は,「 ドラえ もん

最終話同人誌問題 とは,男 性 漫画家の 田嶋安 恵が 「田嶋 ・T・ 安恵」 とい う

名前で,『 ドラえ もん』 の最終話 に関す る同人誌 を販 売 したこ とによる著作

権 問題」 とあ り,「 小 学館 の大 亀哲郎 ・知的財産管 理課長 は今 回の件 を和解

で収めた ことにつ いて,「 今 回はや りす ぎだが,節 度あ るルールが守 られて

いる以上,(漫 画文化のすそ野 としての)同 人誌その もの を全否定 は しない」

と,同 人誌については一定の理解 を示 した」 と書 かれている。そこには,権

利 者側 が,一 定程 度,キ ャラク ター,舞 台設定その他 をなぞったフ ァン ・コ

ミックを認めている ことが うかがわれる。出来の良い ものを狙 い撃ちに した

ものの,い まなお この 「ドラえ もん最終話 」がイ ンターネ ッ ト上 に公然 と存

在 し,権 利 者が黙認 しているのは十分 なフ ァン ・コミックに対す るフ ィロソ

フィー と理論 的対応 が成熟 していない ことを うかがわせ る。

アメ リカでは,J.D.サ リ ンジャー(JeromeDavidSalinger,1919-2010)

の代 表作 『ライ麦畑 でつか まえて』(TheCatcherintheRye)の 続 編,『60

年 後:ラ イ麦畑 を通 り抜 けて』(60YearsLater:ComingThroughtheRye)

の 出 版 をめ ぐっての争いがあった。後にふれるが,こ れはアマチュアのフ ァ

ン ・フィクシ ョンではな く,ペ ンネーム こそ細工 は しているが,こ れはは じ

めか ら市場 に投入 され るプロ作 家の作品で ある8)。本稿 では,経 済的動機 を

7)シ ョー ン・レナー ド著/山 形浩生訳 「法 に抗 っての進歩:ア メリカにおける

日本 アニ メ の爆発 的 成 長 とフ ァン流 通,著 作 権」http://cruel.org/other/

animeprogress.htmlこ の著作では,ア メリカ社会に日本のアニメを普及させた

のは日本のアニメ産業ではなく,ア メリカの多 くのアニメ ・ファンたちが著作権

侵害をものともせずに頑張ったからだということがていねいに書かれている。

8)こ の事件については,内 外の多 くの文献 ウェブページが伝えるところである。

たとえば,矢 野敏樹 「米国著作権法によるパロディとフェアユース/差 止め請

求:パ ロディに対する裁判例と,小 説の続編出版が問題とされた最近の事例か

ら」「知財ジャーナル2011』pp.37-49,「 海外における著作物のパロディの取扱

いに関する調査研究』(平 成23年 度文化庁委託事業),三 菱UFJリ サ ーチ&コ ン

サルティング,2012,pp.23-26(と もにonlineavailable)な どを参照。
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主体 として動 くプロ フェ ッシ ョナルは対 象 とせ ず(好 きが高 じて,フ ァンが

プロにな り得 るこ とは承知 している),趣 味,嗜 好 にただ ただ忠 実 に執着す

る ファン ・アー トワーク(fanartwork)を 中心 に検討 を加 える。

1.3あ る特定の企業 や団体が生 産す る商 品や提供 す るサ ー ビス に対す る

執着

アメ リカを代表す るオー トバ イで,ア メリカでは排 気音が 商標9)と され,

世 界中に多 くの ファンをもつハー レー ダビッ ドソ ン'°)。ハ ー レー ダビッ ドソ

ン社(HarleyDavidsonMotorCo.)は,1983年 にHarleyOwnersGroupと

い う公式 ファンクラブ をこしらえた。同社 のホームページの上 のライ ンの右

の方 にOWNERSと あ り,ク リックす れば ファンクラブ ・コ ミュニ テ ィに入

れる。 さまざまな特 典が付与 された100万 人 以上 の会員 を擁 している1D。 こ

の囲い込 まれた公式 ファンクラブはアクセスが会員 のみに限定 されている。

デ ンマー クの玩具会社,レ ゴ(LEGO)は,カ ラ フル なプラスチ ック製 の

組み立てブロ ックの玩具で有 名である。子 どもか ら大 人まで,世 界中に多 く

の これ で遊ぶ こ とを趣 味 とす る人 た ち,フ ァンが いる。 レゴ社 は,世 界 の

22か 国 か ら大 人の レゴ ・ファ ンを選 び,1年 間,ボ ラ ンテ ィア の`レ ゴ大

使'(LEGOAmbassador)と して雇 い,こ の ファ ンに特定 の コ ンテ ンツの

利 用 をみ とめる一方,商 標権侵 害 を監視 させ た りしている12)。

1999年 に フ ォー ド社 の中型 ピックア ップ トラ ック,レ ンジャーズ(Ford

Rangers)の 熱 狂的な ファンが ファ ンサ イ トを創設 した。サイ ト名 は`レ ン

9)ア メ リカにおいては,商 標保護は形の上では多重な構造 をとっている。コモ ン

ローによる権利保護があり,各 州が独自に商標を登録する制度をもち,さ らに連

邦 レベルではランハム法(LanhamAct)に よる指定商品 ・役務にしたがった登

録制度がある。今 日のアメリカ国内の取引は,ほ とんど州際取引なので,実 際

上,ア メリカでの商標はランハム法によって保護されている。ちなみに,ア メリ

カの商標制度は`使 用主義 を採用 している。(た とえば,綾 郁奈子 「米国商

標制度」特許研究49号(2010.3),p.55を 参照。http://www.inpit.:・./content

/100041953.pdf)

10)http://www.harley-davidson.com/,日 本法人はhttp://www.harley-davidsoncojp/

--)Supranote1,p.95

12)Supranote1,p.104.
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ジ ャー ・ス テー シ ョン'(therangerstation。com,TRS)と 名 乗 り,フ ァ ン

活動 を続けていた。2008年12月,フ ォー ド社 か ら,そ の フ ァンサ イ トは,

そ のURL(ド メ イ ンネ ーム)を 変更 し,無 断で作 成 してい るステ ッカー等

を問題 として5,000ド ル を支払 え との手紙 を受け取 った。この知 らせ がサイ

トにあげ られるや,レ ンジ ャー ・ファンたちか ら 「TRSが フ ォー ド社 か ら攻

撃 を受 けてい る(TRSisbeingattackedbytheFordMotorCompany)」

との怒 りの声 が湧 き上が り,こ の フォー ドのや り方へ の反発 はイ ンターネ ッ

ト上で非難轟々の状 況 となった。あわてたフ ォー ド社 のソーシ ャルメデ ィア

担 当のス コッ ト ・モ ンテ ィ(ScottMonty)が,各 方面 に迅速 に対 応 し事 な

きを得た とい う事件 がある13)。現 在 もこのサ イ ト14)は存 続 してい る。

商品やサー ビス を提供 する企業 の ファンサイ トについては,一 般 に商標が

問題 と され る。 トレー ドシー ク レッ ト(営 業 秘密)が 問題 とな るはずが な

く,万 一,フ ァンサイ トに レー ドシーク レッ トが暴露 される ようなこ とがあ

る とすれば,そ の企業 の組織 としてのあ り方が間違 っている。

1.4ひ と りの特定の人物や数人の グルー プに対す る執着

1.4.1芸 能 界 を対象 とす る場合

どこにで もいる隣のおねえ さんの ようなアイ ドルにお熱 をあげるボーヤ も

いる し,ど こかハズれている と思われるイケメ ンの タレン トおにい さんに入

れあげるおば さん も珍 し くはない。対 象は ひ とりとは限 らず,数 人 か ら100

人 近 くにのぼる こともある。 この ような芸 能人 と彼 らを商品 として飯 のタネ

に してい るプ ロダクシ ョンの 人た ちの稼 ぎと生活 の大 きな部分 は,個 々の

ファンの集積 と`フ ァ ンク ラブ に よって支 え られて いる。芸 能 プ ロダク

シ ョンや当の芸能人が主体 的に形 成,維 持 する`公 設 フ ァンクラプ は会 費

のほか,イ ベ ン ト,グ ッズか ら一定の収益 を確保 で き,や さしく収奪 で きる

あ りがたい存在 である。 この ように囲い込まれた`公 設 フ ァンクラブ 以外

13)Supranote2,pp.1277-1278.
14)http://www.therangerstation.com/
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に,熱 狂 的な ファンが勝 手に こしらえる`私 設フ ァンクラブ'も 少 な くない

(タ レン ト本人や所属 プ ロダクシ ョンがその存在 を認めて いる私 設 ファ ンク

ラブ もある)。

たなごころ

公設 ファンクラブの場合 は権利者 の 掌 の うえ にあ る,あ や つ られ た主体

性 に乏 しい もの なので,権 利者 側か らす れば 著作権,著 作 隣接権 商標

権 ドメイ ンネーム等 について問題 が発生 する ことはない。それに対 して,

私 設 ファンク ラブは 自分 たちがその芸 能人,芸 能グループに勝手 に熱 をあげ

て,主 体 的に ファンサイ トを立ち上 げ,情 報 交換 を し,自 分 たち独 自のイベ

ン トを開催 し,対 象 とす る芸 能人,芸 能 グル ー プの画像,動 画,楽 曲,商

標,著 名なキ ャッチ フレーズな どを無断で利用 するこ とが多 く,フ ァンサイ

トを通 じて世界 中の同好 の士 に気前 よ くば らまいて しま うのである(ほ ん と

うの ところは世界 を市場 にする芸 能人,芸 能グループは きわめて限 られてい

て,実 態は国内市場 の撹乱 要 因に しかす ぎない)。 イ ンターネ ッ トが普及す

る以前は,多 くは適法 に購入 した写真,レ コー ド,ビ デオ,CD,DVDと い

うリアルな現物 商品 を前提 とし,私 的空間で楽 しんでいたので,権 利者側 も

め くじらをたてる必要はなかった。デジ タル ・ネ ッ トワーク環境 がフ ァンと

権利 者の関係 をぎす ぎす した ものにかえ,著 作権,著 作 隣接権,商 標権,商

号,意 匠,ド メイ ンネーム,さ らにはパブ リシテ ィ権15)な どをめ ぐっての軋

礫 を生む ようになったのである。

マ イケ ル ・ジ ャクソ ン(MichaelJosephJackson,1958-2009)は あ ま り

に も有名なアメ リカが産んだエ ンタテイナーであるが,死 後 もなお公設 フ ァ

ンクラブ?の ほか,世 界中に多 くの私 設フ ァンクラブが存在 し,フ ァンサイ

トを通 じて現在 も活動 を展 開 している。マイケル ・ジ ャクソ ンに関わる諸権

利 は,現 在,遺 産管 財 団 体`マ イケ ル ・ジ ャ ク ソ ン ・エ ス テ ー ト'(The

EstateofMichaelJosephJackson)が 保 有 してお り,法 的に言 えば,私 設

15)著 名 な芸能人やプロスポーツ選手などの場合,そ の肖像自体が顧客誘引力を備え

た商品であり,そ れを利用する権利が`パ ブリシティ権 とされる。 日本におい

ても,ピ ンクレディ事件(最 一小判平成24年2月2日)に おいて,最 高裁がこ

のパブリシティ権を肯定 している。
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ファンクラブの少な くない活動はこのエステー トの許諾を受け,対 価を支払

わなければならない。

次項でプロスポーッをとりあげるが,プ ロスポーッの選手個々人の知的財

産権のあ り方はタレントなど芸能人と同様である。実際のところ,シ ーズン

オフにはタレント活動をしているプロスポーッ選手は少なくない。芸能プロ

ダクションにイベント出演だけでな く,知 的財産権に関する交渉をゆだねて

いる場合 もある。もっとも,当 該プロスポーツ選手が所属するプロスポーツ

企業が所属選手の知的財産権利用の交渉窓口になっていることが常態のよう

に思える。

著名政治家についても,軽 桃浮薄な人気商売であるので,知 的財産権の観

点からすれば,タ レントと同様の取扱いでよいと思われるが,著 作権法上,

選挙演説等については40条 によって,パ フォーマ ンスについては39条 に

よって制限され,マ スコミだけでな く,フ ァンであろうと誰でも自由に利用

でき,2013(平 成25)年 の公職選挙法改正にともない,個 別に電子メール

をすることはなお違法とされているが,特 定の政治家に対 して,フ ァンサイ

トを立ち上げて支援 をしようと,刑 法にふれない限り,ほ め殺 しをしようと

それは自由である'6)。選挙運動などにおいて,選 挙資金の調達の手法 とし

て,キ ャッチコピー等 を商標登録 しているような場合には,問 題 となりうる

余地がある(オ バマ選挙については,後 ほどふれることにしたい)。

1.4.2プ ロ ス ポ ー ツ を対 象 と す る 場 合

ど こ の 国 で も,少 年 野 球 や 少 年 サ ッ カ ー な ど は 盛 ん で あ る 。 子 ど も た ち

は,未 来 の イ チ ロ ー(鈴 木 一 朗,1973-),ダ ル ビ ッ シ ュ(1986-)や 田 中 将

大(1988-),あ る い は マ ラ ドー ナ(DiegoArmandoMaradona,1960-),

ロ ナ ウ ド(CristianoRonaldodosSantosAveiro,1985-),メ ッ シ(Lionel

l6)政 治 家 に つ い て は,2013(平 成25)年 に 公 職 選 挙 法 が 改 正 さ れ る ま で は,政 治

家 自 身 の イ ン タ ー ネ ッ ト利 用 を含 む表 現 の 自 由 は大 き く制 限 さ れ て い た(た と え

ば,三 輪 和 宏 「我 が 国 の イ ンタ ーネ ッ ト選 挙 運 動 」 「調 査 と情報 』517号(2㎜.3)

を参 照)。http://www.ndl.go.jp/jp/diet/publication/issue/0517.pdf
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AndresMessiCuccittini,1987-)を 目指 して練 習に明け暮 れる。わた しの

子 どもは`ら んま1/2'か らチ ーム名 を とっ た とされ る 松 代 ブル ーサ ン

ダース"7)と い う少年野球 で小 学校,中 学校 を暮 した よ うであ るが,い まは

こやの さ と

ヤ ンキースの田 中将大 は少年野球`昆 陽里 タ イガース"8)で す で に小学 生 の

ころか ら頭 角 をあ らわ していた。

昆陽里 タイガース(兵 庫 県伊丹市)で 分 かる ように,横 浜 ジャイアンヅ

(横 浜市青 葉 区),`双 葉 ドラゴ ンズ'(愛 知県刈 谷市),`武 蔵 ライ オ ンズ'

(東京都武蔵村 山市),`緑 ホ ークス'(北 海道 日高郡新 ひだか町)な ど,イ ン

ターネ ッ トで少 し検索 すれば,日 本 の少年 野球 の多 くがプロ野球 チームの名

称 を借 用 してお り,ユ ニ フォームや帽子 な ども似せ てこ しらえているこ とが

少な くない。

しか し,ア メ リカの大 リーグ(MajorLeagueBaseball:MLB)19)で は こ う

はいか ない。 アメ リカで は,1990年 代 以 降 リ トル リー グのチー ムな どに

対 して,特 定の ライセ ンス交渉 が認め られた代理業者(authorizedlicensed

dealers)か ら,該 当す る有名 なMLBチ ー ムの名称,ユ ニ フ ォーム のデザ イ

ンやロ ゴ,マ ス コッ トその他 について,年 度 ごとに対価 を支払 い,使 用許諾

(ラ イセ ンス)を 得 るこ とが求め られてい る2°)。

同 じアメ リカで も,プ ロアメ リカ ンフ ッ トボール リー グであ るナ シ ョナ

ル ・フッ トボール ・リーグ(NationalFootballLeague:NFL)は,事 情が

異 な る。NFLの 公 式 ホー ムペ ージ21)には使 用 許 諾(licensing)に つ い て の

ウェブページ22)が公 開されてお り,商 業 的利用 について は契約 を結 ぶ こ とが

求め られている。 しか し,少 年 フッ トボールチームや高校 のチームは,そ の

名称や ロ ゴにNFLチ ー ムの もの を自由 に使 うこ とを許 してい る。消極 的 に

認め る とい うので はな く,む しろ積 極 的 に身近 なNFLチ ー ム もど きの登場

17)http://www.bluethunders.halfmoon.jp/index.html

18)http://hyogo.pop.co.jp/koyanosato _tigers

19)http://mlb.mlb.com/home

20)Supranote2,pp.1260-1261.

21)http://www.nfl.com/

22)https://www,n且info/NFLConsProd/Welcome/CpPrequalify.htm
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を奨励 しているかの ようである23)。

日本の プロ野球 は,知 的財 産権 の取 扱 いに関す る限 り,本 場 の メジ ャー

リー グの後 追い をす るので は な く,結 果的 にNFLと 同様 の方針 を とってい

る ことになる。

ひるがえって,こ れ もどこの国で も,ど のスポーツで も同 じなのであろ う

が,特 定のプロスポーツチームには熱心 な多 くのフ ァンが存在す る。彼 らは

チケ ッ トを買ってス タジアムにゆ き,ス タジアムに行 けない ときは,ビ ール

な どを呑 みなが らテ レビ観 戦 を してお り,視 聴率 の安定 的源泉 となる。各

チームにはゲーム を盛 り上げる`私 設応援 団'が 出来上 がる。プロスポーッ

企 業 は,こ の私 設応 援 団 とい うリアル なフ ァ ンクラブの一形態 にロ ゴや マ

ス コ ッ トその他,知 的財 産の利用 につ いて一 定の配 慮 をせ ざるを得 ない。

日本 の プ ロ野 球 で は,日 本 プ ロ 野 球 機 構(NipponProfessionalBaseball

Organization:NPB)24)が 定 め た`特 別応援 許可 規程'に も とづ き各球 団が

認めた公認の`私 設応援 団'が 存在 する。ちなみに,日 本 プロ野球機構 は,

プ ロ野球グ ッズス トア25)をイ ンターネ ッ ト上 で運営 してお り,日 本 の プロ野

球にかかわる知的財 産権事務 にかかわっている ことを示 している。

2.フ ァ ンの とる 多様 な振 舞 い

2.1フ ァ ン ・アー トとしての タ トゥー(tattoo,入 れ墨)

日本では,ど こかの地方公共団体 の首長が入 れ墨(タ トゥー)を している

公務 員の存在 を問題に したが,ア メ リカでは多 くのふつ うの市民 がタ トゥー

をしている。最 近,こ こア リゾナ大学 のキ ャンパ スに接 してタ トゥー店 が営

業 をは じめている し,タ トゥー をしている教職員,学 生 も多 い。衣服 に隠れ

ている胸 部,腹 部,轡 部等 に していれば普段 は眼に入 らないが,手 足 や肩 な

23)Supranote2,pp.1262-1263.

24)http://www.npb.or.jp/
25)http://shop.npb.or.jp/npbshop/goods/index.html?ggcd=p1400003



ファンと知的財産権 についての試論 29

ど露出 している部分 の ファン ・タ トゥーはま さに歩 く広告塔 であ り,頼 み も

しないのにパブ リシテ ィをしていただいている ことになる(こ れを著作者 人

格権 の侵 害,商 標権 の希釈 と言い募 る権利者 がいるか もしれないが)。

`○○命'(身 近 な恋人ではな く
,芸 能人やプロスポーッ選手 の名前,大 好

きなオー トバイの商品名 を彫 る人がいれば)と か,大 好 きなアニメやフ ィク

シ ョ ンに 関 わ る タ ト ゥー を して い る ひ と は,そ の 図 柄 や ロ ゴ を彫 師

(tattooers)に お 願い してい るのであ ろう。 これ を著作権侵害,商 標権侵害,

不 正競 争行為 とするのであれば,理 屈 の上 か らは,一 時払 いに しなければ,

消 去 しない限 り,一 生ロイヤ リテ ィを支払 い続 けるこ とにな りかねない。侵

害者は,当 の本人か,あ るいは彫 師か,共 同 して責任 を負 うのか。 しか し,

衣服 に隠れた部位 の タ トゥーは公 衆の眼にする ものではな く,当 の本 人 とご

く近 しい もの しかそれ を観 て,鏡 に映 して楽 しむ ことはない。

2.2フ ァ ンお手製の フ ァン ・グ ッズ(fangoods)

権 利 者 か らラ イセ ンス を得 た 業者 が 対価 を支 払 っ て販 売 して い る,ハ

リー ・ポ ッターのホグワーツ魔 法魔術学校(HogwartsSchoolofWitchcraft

andWizardry)の 制服 を着用 して いれば まった く問題 はないが,フ ァンや

大 ファ ンの子 どもの心優 しいおか あ さんがお手製 で お気 に入 りの キ ャラク

ターの コスチュームやぬい ぐるみ を作 る ことがある。この場合 に,人 知 れず

家庭 内で着て楽 しんだ り,自 分 の部屋 に飾 っている場合 に も問題 とはな らな

い。 ところが,そ れ を着て フェステ ィバ ルやパ レー ドに出かけた り,運 動会

や学園祭等 で喝采 を浴 びれ ば,公 然 と権利 者創作 の著作 物 に付 着す る著作

権 ビジネスに用 い られる登録 された商標権 を侵 害するこ とになる。

芸能人の真似 をしてパ フォーマ ンス をする ことが好 きな子 どもたちを抱 え

るおかあ さんは,ド 派手な衣装 を端切 れな どを利用 した りしてこ しらえてあ

げな くてはな らない し,に わか振付 師のお とうさんはばかばか しい と思 いな

が ら,奇 妙 で不 自然 な ブリを手取 り足取 り愛娘 に教 え込まなければな らない

(こ れを 舞 踊の著作物'の 複製権侵害 といいつの るのであ ろうか)。
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しか し,み ずか ら,あ るいはおかあ さんがフ ァン ・グ ッズやフ ァン ・コス

チューム をつ くるのではな く,フ ァン ・グ ッズ製 造請負業者 にそれを依頼す

る人たちがいる。Tシ ャツやマグカ ップな どにお気 に入 りのキ ャラクターや

ロゴ,マ ー クな どを印刷 して もらうのである。需要 は ビジネスを産み出す。

すでに ファンがお気 に入 りのデザイ ンやロ ゴな どを入 れたグ ッズを製作す る

業者 として,CafePress26)やZazzle27)と い った大手企業 も存在 す る。 も しフ ァ

ンが製作 を依 頼 したグ ッズが ドロ ップシ ッピング(dropshipping)28)の 形 態

で生産販 売 されれば,著 作権 や商標権 を侵 害するおそれが大 きい。

ひるがえって,先 ほ どふれた地元 の少年 野球 チームがプロ野球 の有名球 団

の名称 を名乗 っている とき,ア メ リカのメジ ャー リーグは,公 認 のメーカー

が生産 したユニ フォーム を購 入する ことを求めるが,日 本 ではプロ野球球 団

に ライセ ンス料 を支払 うことな く,地 元 の業者 にお願 いするか,子 どもたち

の母親がボ ランテ ィアでおそろいのユニフ ォームを縫 うこ とになる。

2.3イ ンターネ ッ ト上の フ ァンサ イ ト

21世 紀 に入 り,メ デ ィア環境 は従前 とは まった く異 なって い る。多種多

様,さ まざまな趣 味,関 心 をもつ人たちは,ふ だん眼に した り,接 した りす

るあ らゆる もの を対象 として執 着 し,そ の感覚 と情念 を維持 し続 け,維 持 し

ようとする。彼 らは リアルの世 界にマイナーな存在 として分散す るのではな

く,プ ロ グを通 して同様 の執着 感を もつ人たちに対 して`こ の指 とまれ'を

26)Supranote1,p.64,p.99.http://www.cafepress.com/同 社 の知 的財 産 権 取 扱 方

針(lntellectualPropertyPolicy)に は,権 利 者 か らの ク レー ムが あ れ ば 当該 商

品の 生 産 販 売 を 中止 す る 旨 の記 述 が あ る。

27)Supranote1,p.99.http://www.zazzle.com/こ の企 業 は 日本 に も進 出 し,日 本

語 の ホ ー ム ペ ー ジ も もっ て い る。http://www.zazzle.cojp/同 社 の 利 用 規 約 に

も,特 許,商 標,企 業 秘 密,著 作 権 そ の他 の 知 的財 産 権 等 を侵 害 しな い こ とを う

た っ て い る。

28)`ド ロ ッ プ シ ッ ピ ング とい う の は,た と え ばCafePressやZazzleが 設 け た ネ ッ

トモ ー ル に フ ァンが ネ ッ トシ ョ ップ を 開設 し,イ ンタ ー ネ ッ ト上 で フ ァン ・グ ッ

ズ を広 告,販 売 す る よ う な場 合 を い う。 別 の 同 じ嗜 好 を もつ フ ァンが ウ ェ ブサ イ

トを 閲覧 し,フ ァ ン ・グ ッ ズ を注 文 す れ ば,フ ァ ン ・グ ッズ を最 初 に依 頼 した者

に代 わ っ て,製 造 元 や な い しは卸 元 が 直 接 注 文 者 と取 引 を行 う。
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発 言 した り,ツ イ ッターやFacebookも 利 用 す る。そ うす る とた ちまちの う

ちに一定数の共感がサイバースペースに こだまする。そ して,フ ァンサイ ト

が立ち上がる。

ッイッターやFacebookの 登 場 に よって,誰 もが簡単 に フ ァンペ ージ を作

れる ようになった。(権 利者 に公認の)公 式,(権 利 者 に認 め られていない)

非 公式か を問わず,フ ァンサイ トを立ち上 げ,そ こに人を集め,運 用 し,交

流の輪 を広 げる ことは,現 在 では さほ ど難 しい ことではない。これ らのフ ァ

ンクラブのサイ トのなかには,パ スワー ドや会員番号等 に よってアクセス ・

コン トロール され,閉 じられたサイバ ーフ ァンの情報 空間を形成 している場

合 もある。

一方
,あ らたな商品,サ ー ビスを売ってやろ うとする企業,書 籍 や雑誌が

以前の ように売 れな くな り,映 像 や音 楽な どとのメデ ィア ミックスで売上 げ

を確 保 しようとす る出版業 界,テ レビや映 画 な どの媒体 を通 して,ど こ と

いって特徴 のない男 女 ,グ ループ を売 り出 し,認 知度,社 会 的露 出度 を高 め

て儲 けよ うとす るエ ンタテ インメ ン ト業 界,そ して競合 す る レジ ャー,ス

ポーッ との経営競 争に勝 ち残 ろ うとするプロスポーツ産業 に とって,利 益 の

源泉である消費者 を確保 し,囲 い込 もうとする とき,や は り`公 式 フ ァンサ

イ ト'の 運営は不 可欠の もの となっている。

関係 ビジネスは,公 式 ファンサイ トを通 じて,知 的財 産権 を化体 したグ ッ

ズ販売 を伸 ばそ うとする とともに,陸 続 と変わ り映えの しない`後 継商 品'

の 宣伝広 告に余念 がない。権利者側 は,公 私 のサイバ ーパ トロールで発覚 し

た私設 ファンサイ トに対 して,知 的財 産権 制度の遵守 を勧告 し,一 定 のライ

セ ンス料 の徴収 に努 め る。権利 者側 か ら見 て,悪 質 とされ た もの に対 して

は,損 害賠償 と差 止め を求め る民事訴 訟 を提 起す るか,官 憲 の手 を借 りて

(あ るい は官憲 が権 利者 の利益 代理 人 として,す す んで)刑 事事件 と して立

件 されるか もしれない。
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3.政 治 ビジネス と政 治フ ァンについて

3.1日 本では

21世 紀において,も っともインターネットに親和性があるのは,政 治 ビ

ジネスかもしれない。これまでは政治家 とそれになろうとする者は,舞 台裏

でカネと利権 をエサに票を集め,め でたく当選すると官僚 と一緒になって経

済効果に乏しい公共事業をばらまくというシナリオが当たり前 とされてきた

(いまの 日本の政治の現状 もそうであろう)。 選 挙で選ばれる人にはロクな

人間はいない'と いうのが経験的真理であるとしても,イ ンターネットの普

及とそれを受入れざるを得ない状況は,将 来的には,選 挙 と政治を変える可

能性があるかもしれない。政治家,候 補者は,こ れまでのフェイス ・トゥ ・

フェイスの後援会組織 を切 り盛 りするだけでなく,こ れからは選挙期間中に

限らず,常 時,公 設ファンサイ トを維持 しなければならないであろうし,選

挙が近づけば特定の候補に肩入れをする,必 ずしも具体的な見返 りを期待 し

ない私設ファンサイ トが叢生するようになるかもしれない。そこでは,ど の

ように権利利益の処理 をするかは別として,ア メリカのように求心力を担保

する固有の著名表示やグッズなどが生 まれないとは限らない。

3.2ア メ リカで は

2008年 の 大統領 選挙で,オ バ マ陣営 は,選 挙運 動の シ ンボルであ る`ラ

イ ジングサ ン'(RisingSun)を 商標登 録 していた。 このマー クは,車 のバ

ンパーステ ッカー,ピ ン,マ グネ ッ ト,皿 コイ ン,Tシ ャッ,帽 子等 々の

さまざまな ものに印刷,利 用 され,そ のグ ッズ販売 に よって選挙運動 資金 の

一部が賄 われた
。2012年 の オバ マ再選の選挙 運動で もこの マー クが広 く利

用 されたが,オ バマ とは無関係 な,あ る企業 がそのマークを無許諾 で利用 し

た商品 をオ ンライ ン販売 していた。 この行為 に対 して,オ バ マ陣営 は何度 も

使 用停止 を求める警告書(cease-and-desistletter)を 送付 したが聞 き入 れ ら

れず,ワ シ ン トンDCの 連邦地方裁判 所 に商標権侵 害で提訴 し,裁 判所 は企
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業 に対 して`ラ イ ジ ングサ ン'の 利 用 停止 を求 め る仮 処 分(preliminary

injunction)を した29)。

ハ リウ ッ ドのス ターであ った アー ノル ド ・シ ュワル ツネ ッガー(Arnold

Schwarzenegger,1947-)は,カ リフォルニ ア州知事 に在職 中,パ ブ リシ

テ ィ権侵 害 として人形メーカー を訴 えた ことがある。 自動 ライフル と弾帯 ベ

ル トを帯 びた彼 の首振 り人形が勝 手 に製造販 売 されて いたの であ る。人形

メーカーは敗 訴 し,シ ュワルツネ ッガーの意思 に したがい,賠 償金 は慈 善活

動にあて られる ことになった3°)。

政治家は,元 芸能人であって も,国 民の幸福 と福祉 の増進 安全 のために

行 う政治活動については,常 に公 開 され,よ りよい政治 とするために批判 の

対 象 とされなければな らない。そのためには,彼,彼 女 の政治フ ァンに限 ら

ず,す べ ての人か ら彼 の氏 名,愛 称,人 柄,言 説,そ れを取 り巻 くものは,

な かばパブ リック ドメイ ンにあるかの ように取扱 われるこ とはむ しろ望 ま し

い。そ う しない とア メリカでは修正第1条,日 本 では憲法21条 が保 障す る

中核 的な基 本的人権 政治的な表現 の 自由が確保 で きないのである。オバ マ

商標権侵 害訴訟,シ ュワルツネ ッガーパブ リシテ ィ権侵害訴訟 は,相 手方が

営利企 業であった ことがポイ ン トとされるべ きである。アメ リカの連邦最高

裁 判 例 に よ っ て も,連 邦 憲 法 修 正 第1条 の も と で,営 利 的 表 現

(commercialspeech)は 政治 的表現(politicalspeech)ほ どには保護 され得

ない とされている31)。

政 治活動 選挙運動 に便乗 してひ ともうけをた くらむ企業 とは異 な り,政

治 ファンは,勝 手に`あ の人は素 晴 らしい政治家だ'と 幻想,妄 想 を抱 けれ

ば,フ ァンサイ トを開設 し,当 該 政治家のフ ァン ド ・レイジ ングに資す る さ

さやかなグ ッズ販売 を行 うが,そ れは許容 されるべ きものなのである。

29)Supranote1,p.60.選 挙 運動団体,ObamaforAmericaの 訴状はインターネット上

で見ることができる。http://legaltimes.typepad.com/files/obama-complaintpdf

30)Supranote1,p.61.

31)CentralHudsonGas&ElectricCorp.v.PublicServiceComm'nofNewYork,

447S557(1980);VirginiaStatebordofPharmacyv.VirginiaCitizensConsumer

Council,Inc.,425US748(1976)
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もっとも,そ の政治家や候補者に反対する私的団体だけでなく,支 持する

政治ファン組織であっても,当 該政治家,候 補者 と意見を異にする問題が顕

在化したとき,フ ァン組織が作る莫大な量の商標やロゴ等を付 した政治的商

品の販売は,そ のマークの権利利益の主体であるキャンペーンや政治組織に

よって公認されないかもしれない。商標権等を保有する支持団体が味方であ

るはずの政治ファン組織 を訴えたとき,ア メリカでは厄介な修正第1条 の問

題を引き起 こすと認識 されている32)。

4.`商 品化権 とフ ァン ・アー トワーク

日米を問わず,他 人が有する著作権や商標などの知的財産を利用 し,商 品

を生産 ・販売しようとするときには,権 利者 との問で商品化(ラ イセンス)

契約を結ぶ ことが多い。この契約で知的財産の権利者がそれを利用 してひ

ともうけをねらうひとたちに許諾す る包括的権利 を一般に`商 品化権

(merchandisingright)と 呼んでいる。実定法上,商 品化権 という法概念は

存在せず,も っぱら実務慣行上,契 約の積み重ねによって生みだされた法的

権利である。この商品化権の具体的中身が`キ ャラクター'で あることが少

な くない33)。

現在のビジネス社会において,マ ンガやアニメ,ゲ ーム等に登場する非実

在的キャラクター,テ レビや映画などに出てくるアイ ドルやタレントなどの

実在的キャラクターを適法に利用 し収益をあげようとする場合には,著 作権

や著作隣接権 商標権 パブリシティ権などを一定の範囲で根こそぎ利用す

ることを認める`商 品化権 というものが必要とされている。

この商品化権が健全かつ円満に機能し,大 きな収益をあげていれば,本 稿

で直接の検討対象としているファン ・コミックやファン ・フィクション,そ

して未公認 非公式ファンクラブが正面から問題 とされることは少ないであ

32)Supranote1,p.54

33)牛 木 理 一 「商 品 化 権 と知 的財 産 権 の 関係:抱 え る課 題 と対 策 」 「知 財 管 理 』2008

年4月 号,pp.491-502.onlineavailable:http://www.u-pat.com/bodyl-31.pdf
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ろう。なぜなら,フ ァン ・アー トワークの作成に走る情熱的なファンは,そ

のキャラクターの存在態様や商標 とされるデザインやロゴ等に対 して強い愛

着や親近感を覚え,商 品化権が発動 された商品(群)を 大量に購入する消費

者そのものだからである。排除すべ きは,ひ ともうけをたくらむファンの仮

面をかぶった 梅賊(た らんとする)企 業 ・団体である。

5.フ ァ ン ・ア ー ト,フ ァン ・フ ィク シ ョン とフ ェアユ ー ス34)

5.1キ ャ ラクターの著作物性,フ ェアユース

特定のマ ンガ とそのキ ャラク ター,フ ァンタジー小説 やホラー小説 とそこ

に出て くるキ ャラク ターに熱烈 に執着 す るフ ァンのなか には,フ ァ ン ・コ

ミックや ファン ・フィクシ ョンをみずか ら創作 する人たちが少 な くない。マ

ンガのキ ャラク ターについては,日 本 で も 「サザエ さん」事件(東 京 地判 昭

51年5月26日)が`登 場す る人物 の容 貌,姿 態,性 格等 を表現 す る もの'

と して法的に保 護 される もの とされる(一 方,ポ パ イネク タイ事件(最 一小

判平成9年7月17日)に おいて,最 高裁 は,実 社 会の取扱 い とは異 な り,

`キャラクター漫画 にお いて一定の名称
,容 貌 役 割等の特徴 を有 す る もの

として反復 して描かれている登場 人物 のいわゆるキ ャラクターは,著 作物 に

当た らない'と 述べ てい る)。 小 説の登場 人物 につい ては,抽 象 的 な人物像

を示す もので具体 的なイメージに まで結像せ ず,い まだアイデアに とどまる

との理解 もで きようが,変 形的利用 の検討 についてはお くとして,ア メ リカ

でかつての作 品の登場 人物 の60年 後 の姿 を描 いた後作の描 き方 が権 利侵害

とされ たサ リンジ ャー事 件 にかんが みれ ば,フ ァン ・コ ミック もファ ン ・

フィクシ ョンも,そ のオ リジナル をなぞった二 次的利用 については,著 作権

法的にみた ときには著作権侵 害 とされ ざるをえない部分 を多 く持 つ もの と思

われる。

34)一 般 的 に フ ァ ン ・フ ィ ク シ ョ ン,フ ァ ン ・ビ デ オ な どが`フ ェ アユ ー ス'を 構 成

す る と の見 解 は支 配 的で は な い。 しか し,ア メ リ カ の著 作 権 法 の専 門家 の な か に

は,フ ァ ンが こ し らえ た コ ン テ ンッ は フ ェ アユ ー ス を構 成 す る と い う もの も い

る。(Supranote1,p,15)
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アメ リカでは,ひ とつのゆ き方 として,連 邦著作権法107条 に定 め られた

フェアユースの抗 弁 を用 いて,フ ァン ・コミック,フ ァン ・フ ィクシ ョンを

救お うとす る試 みが なされてい る(日 本法 に定め る著作権 法30条1項 が認

める私的 な利用 は,こ の フェアユ ース該当性 を問題 とす る)。 フェアユ ース

を定 め る107条 が 掲 げ る4つ の要素,① 利 用 の 目的 と性 格 ②著作 物 の性

質 ③利 用 された量 と実質性,④ 利用 の潜在 的市場へ の影響 に照 らしてみる

と,フ ァン ・コミック,フ ァン ・フィクシ ョンは非営利教 育的 とはいえず,

力 量 は別 に して,エ ンタテ イ ンメン ト作 品 をなぞって お り,で きるだ け原

作 品 の雰 囲気 を忠 実 に再 現 し よう と して い る。ほ と ん どの もの は ア マ

チ ュアの域 をで る もので は な く,商 品性 を持 ち得 ない,と い う言 い方が で

きるか も しれ ない。上 手 下手 を問 わず,商 業 的利 用 とはい い に くい こ と

(noncommercialuse)が フ ァン ・コ ミック,フ ァ ン ・フ ィク シ ョンの存 在

許容の法的基盤の ように思われる35)。

5.2進 化 す るフ ァン作品

最 近では,こ れ らがイ ンターネ ッ ト上 のフ ァンサイ トに公 開 され,原 作 品

のマーケ ッ トとする消 費者 層の眼に触 れる ことにな り,隠 蔽 された私 的空間

を超 える。 また,`ハ リポダ や`ド ラえ もん'の よ うに原著作物が 高度 な

作 品であれば,フ ァン ・フィクシ ョン,フ ァン ・コミック とい う派生 的著作

物の創作物 と しての質 は大 き く劣後 するのが普通 であ るが,「 ドラえ もん最

終話」の ような優 れた ファン ・コミックが出て きた りする。フ ァンサイ トで

の公開が ファ ン ・アー トワー クの完成 度 を高 め る方 向 に働 く。 ファ ン ・コ

ミックと明示 的に理解 で きる ような外観 をつ くらない と,み ずか らの市場 を

形成 して しまうような場合 もあ り得 るか もしれない。その結 果,優 れた技量

を反映 した ファン ・コミックを描 いた,原 作 品の熱狂 的なフ ァンが創作 の場

か ら退出 を迫 られる。

ファンサイ トで公開 された ファン ・コミックやフ ァン ・フ ィクシ ョンは,

35)Supranote1,p.48.
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非 商業的利 用 を強調で きなければ,ア メ リカ著作権法107条 の定 めるフェア

ユー ス該 当性 は低 い と言 わ ざるを得 ない よ うに思 われ る。 なぜ な ら,原 作

品 に忠実 な舞 台設定 で原作 品その ままのキ ャラ クターが原作 品の ように好

ま しく振 る舞 う もので,大 好 きな原作 品 を まず批 判,変 形す る はず が ない

か らで あ る。 フ ァン ・アー トワー ク は,派 生 的著 作物 と して 変形 的性 質

(transformativenatureofthederivativework)36)を 備 えるこ とは困難 であ

る37)。

で は,著 作権 侵害 とい う`重 罪 を進 んで引 き受 け よう とす る情 熱的 な

ファンとファン ・コミック,フ ァン ・フィクシ ョンを見殺 しに し,リ アル と

バーチ ャルな世界 か らファン ・コミック ,フ ァン ・フ ィクシ ョンを消滅 させ

るかの よ うな法解釈 と運 用 をこの まま放 置 しておい て よい のか と問われ れ

ば 「それ で よい」 とは言 い得 ない。それ は模倣 に出発す るこ とが当然 の創

作 文化のひ とつの ともしび を消 す ことになるか らである。対抗 しうる論理 の

構築 が急 がれる。

6.権 利 者がフ ァン,フ ァンサイ トの知 的財産利用 を嫌 うわけ

6.1権 利者の浅慮

才能も必要であろうが,何 よりも人気が不可欠のベス トセラー作家やその

作品を提供する出版社,映 画製作会社,そ してやはりスタジアムとお茶の間

の観客動員数に依存するプロスポーツ産業,ま た同工異曲の商品やサービス

を市場に供給する企業は,な ぜ広 く知ってもらい,愛 してほしいとしなけれ

36)ア メ リ カで は,「 新 た な 目的,ま た は異 な る性 質 を もっ た,な に か新 しい もの を

付 け加 え,新 た な表 現,意 味,ま た は メ ッセ ー ジ に よ っ て先 行 作 品(原 作 品)を

変 形 させ る」 利 用 を変 形 的利 用 とす る。`変 形 的利 用'と 認 め られ れ ば,`フ ェ ア

ユ ーズ が 成 立 す る。 著 作 物 の教 育 的利 用 につ い て は,`変 形的 利用'と 見 られ る

傾 向 に あ る。Cf.Campbellvs.Acuff-RoseMusicInc.,510U.S.569,579(1994).

37)`変 形 的著 作 物 推 進 団体'(theOrganizationforTransformativeWorks37))と い

う非 営 利 組 織 は,そ の ウ ェ ブサ イ トに 「フ ァ ン の こ し らえ た もの は変 形 的利 用 に

あ た り,著 作 物 の 変 形 的 利 用 に よ りつ く ら れ た 派 生 的 著 作 物 は 合 法 で あ る」

(fanworksaretransformativeandtransformativeworksarelegitimate)と 述 べ

て い る。http://transformativeworks.org/
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ばな らない,そ の著作物 や商標 肖像 な どの利用 について,そ の安定 的消費

者(層)を 構域 する ファン,フ ァンサイ トを ときに敵視 するのであろ うか。

ファンや ファンサイ トが勝 手に,無 許諾 で著作物 や商標,肖 像 な どを利用

するの を見過 ごせば,通 常 の取 引で得 られるライセ ンス(使 用許諾)料 とい

う 得 べ か りし利益 を手にする ことがで きないか らとい う理 由が容易 に思

い浮かぶ。 しか し,プ ロ野球球 団のチーム名称 を名乗 りたがる少年野球 チー

ムで も述べ た ように,い ま彼 らの執 着を失い,悪 感情 か らときには反発 も招

くこともないわけではな く,将 来の斯業 に とっての有 能な人材獲得 とサポー

ター,マ ーケ ッ トをのがす懸念 に想到 すれば,目 先 の利益 に走 る愚 は明 らか

である。

商標 については,フ ァンや ファンサイ トに気前 よく利用 させ れば,他 の同

工異曲の作 品や商品,サ ー ビス と混同(confusion)あ るい は希釈(dilution)

が 発 生 し,商 標 の 自他識 別力 が劣化 する とい う議論 がある。 しか し,そ の作

品,商 品,サ ー ビスに対 して,き わめて強い肯 定的評価 を しているフ ァンが

みずか らの執着 してや まない,愛 する ものに対 して,消 極 的,否 定 的評価 を

する とは まず考え られない。彼 らの執着 する ものに関する知 的財 産に関 して

は基本的に強化 の方向 しかあ りえない。た とえば トヨタの代理店,系 列下

にない 自動車修 理工場 がホ ンダや 日産のクルマだけでな く,ト ヨタ車 も修理

をしてい ます とい う広告 をする場合 に`ト ヨダ とい う商標 に言及す るこ と

に なるが,こ れは`名 称 指定 的 フェアユ ース'(nominativefairuse)と し

て許容 される。新 聞記者 が トヨタ車 の リコール記事 を書 くのにつながる とこ

ろがある。 ファンが執 着する存在,作 品,商 品,サ ー ビスについて,フ ァン

サイ トで言及する場合 の多 くは,名 称 指定的フェアユ ース と解す る余 地があ

る ように思える。そ う解 する ことに よ り,権 利者 はフ ァンサイ トの 自由な商

標利 用の黙認に積極 的意味 を持 たせ る ことがで きよう。

6.2ケ ロ ッグ事件

特定の商品,サ ー ビス を提供 する企業 がその商品,サ ー ビスを長年 にわた
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り購 入 し,愛 用 している ファンとファンサイ トに対 して,商 標 の利用 を許諾

しない理由 として,フ ァンとファンサイ トの商標利用 を大 目に見 ていれば,

法 的 に僻怠(1aches)や 黙 認(acquiescence)を 構 成 し,結 果 的 に`黙 示 の

許諾'(impliedlicense)に つ ながる ことを懸念 している とされる38)。

シ リアル食 品の メーカー,ケ ロッグ社(Kellogg's)は,1951年 以 来,商

品販売 に トニー とい う トラのマス コ ッ ト絵(TonytheTiger)を 利 用 して

いた。一方,後 に石油会社 のエ クソ ンモ ー ビル(ExxonMobil)社 が ペ ッ ト

マー ク として気 ま ぐれタイ ガー(WhimsicalTiger)を ガ ソ リン販売 に用 い

る ようになった。 ところが,ガ ソ リンス タン ド併 設の コンビニエ ンスス トア

での商品販売にエク ソン社 の商標 が 目立つ ようにな り,ケ ロ ッグ社 が指定商

品区分 を超 えて拡大使 用 される ように見えるエクソ ン社 の商標 が 自社 の商標

を侵 害 している として提 訴 した。控 訴審で当初 の石油販売 の標識 か ら成長 し

たエ クソン社 の商標使用 を侵 害行 為 と認める逆転判 決が くだ された39)。

ケ ロッグ事件 は指定商品 ・役務 区分 が確 定 した商標権保有企業 の優位 を確

認する ものであ り,フ ァンとファンサイ トの商標 の 自由利用 を大 目に見 たか

らといって,当 該商標 が希釈化 され,弱 体化 する ものではないこ とを示 して

いる ように思われる。玩具 の レゴがそれを考える うえで参考 になるか もしれ

ない もののひ とつであるが,フ ァンサイ トな どでイ ンターネ ッ ト上広 く大 目

に見ている商標 名が普及 し,普 通名詞化 し,商 標権 が認 め られな くなる とい

う議論4°)については,そ の商 品,サ ービスの市場支 配力 と企業努力 が関係 し

て くる ものの ように思われる。 ファンサイ トが必 ず しも決定 的要 因になる よ

うに も思えない。

7.フ ァンの`情 緒 的投 資 の大 き さ

企業は存続 発展するために 投 資 をしなければならず,人 は今 日を生

38)Supranote2,pp1268-1270.

39)Supranote2,p1272.KelloggCompanyvs.Exxon,209F.3d562(6thCir.2000)
40)Supranote2,p1273.
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きるだけでな く,明 日をよ りよ く生 きるために 投 資 をする。投 資には通

常金銭 に換算 され る財貨 が充て られるが,情 熱'と 知 恵 を備 えた`ひ ど

がいなければ,そ の投 資に見合 った成 果は得 られない。なにご とに も`情 緒

的投 資(emotionalinvestments)が 必要 なのである。この情緒 的投 資 とい

う耳触 りの よい概念 には定義が さだ まってお らず,`フ ァン'と い う不条理

な存在 をさらに考えるために,こ こで少 しく検討 するこ とに したい41)。

フ ァンの執着するモノへ の`情 緒 的投 資 とは,執 着 する ものに対 して財

貨 とサポー トを与える こと(giving)と 執 着す る もの を化体 した物 品お よび

執着する ものへ の`つ なが り感'(aconnectionofsomething)を 受 け取 る

こと(receiving)と い うふたつ の ものの双方 向的過程 によって成 り立 つ。

しか も,中 途半端に純粋 な ファンは打算 な く,身 の回 りに もつ もの,多 くは

貧者の一灯 を執着する ものに与 える。 ファンは,執 着 する ものに心優 しく進

んで喜捨 する ことに よって 自己満足 し,救 われる愛他主義(altruism)そ の

ものである。安っぽい ことばで換言 すれば フ ァンはその執着す る ものを神

とあがめる`信 者 にす ぎない。

投 資には,バ ランスが大切 である。現 実的利益 をむ さぼる権利者 は,フ ァ

ンに対 して資本主義的な対価 を与 えるべ き位 置に立っている。将 来にわたっ

て利益 を享受 したい と願 うプロスポーッは,間 違 いな く彼 らな りに現在多大

の情緒的投 資 をしている ファンである子 どもたちに対 して,見 返 りを提供す

べ きで ,そ れに もっ ともふ さわ しいのは`つ なが り感'の 源泉 であるチーム

名やユニ フォーム,マ ス コッ トな ど知 的財 産の使用 を明示 的,黙 示 的に認 め

る ことであろ う。多 くの優 れたプロアス リー トたちは,好 きなチーム,選 手

と一体 感 をもちなが ら,貧 しい境 遇か らはばた く。

8.権 利 者 の フ ァ ン,フ ァ ン サ イ ト に 対 す る 対 応

8.1二 極 化 す る 権 利 者 側 の 対 応

権 利 者 に と っ て,そ の 知 的 財 産 が 周 知 の も の と な っ て お り,守 る べ き経 済

41)Cf.http://wwwselfgrowth.com/articles/Emotional _lnvestments.html
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的価値が高ければ高いほど,非 営利の未公認 非公式ファンサイ トの数は多

く,イ ンターネット上に不動のものとなっている。権利者は,著 作権や商標

といった権利 を振 りかざ し,サ ポーターであるファンをい じめるのではな

く,心 強い味方(advocates)と して取 り込む方向を考えるべ きである。権

利者は,フ ァンサイ トにオンラインで`純 正商品'を プレミア付 きで供給す

るだけでなく,付 加価値を共同開発する道を探るべ きもののように思われ

る42)。

日本語版ウィキペディアの 「同人誌」の項 目には,「デ ィズニー,サ ンラ

イズ,任 天堂やコナミのように(フ ァンの手になる)二 次創作物を著作権を

侵害するものと明確に見なして,法 的手段を駆使 して積極的な規制を公然 と

行なっている企業や,個 人ないし個人事務所のレベルでそのようなことを行

なっているクリエイターも存在する」ことを指摘 しつつ,「 一方で,無 許諾

ではあるが(多 大の情緒的投資をともなう)フ ァン活動の延長線上にあるも

のとしてとらえ,ま たは相乗効果の発生を期待 したり,そ もそも二次創作を

手掛けるディープなオタク層(熱 狂的なファン)を メインターゲットとした

作品作 りを行ってお り,作 品や著作権者に対する中傷 ・風刺などの実害が及

びかねない内容や,著 しく反社会的な内容の作品でもない限り,あ えて黙認

している著作権者 も少な くない」43)との二極化 した権利者の対応の事実を明

らかにしている。

8.2知 的財産権の権利者にとっての意義

ファンやファンサイ トに嫌がらせ をする権利者は,そ もそもその嫌がらせ

の道具としている個々の知的財産権の本質について,じ っくりと思いを巡 ら

せる必要があるようにも思える。著作権なるものは,よ く言われるように,

特許発明とは異な り,そ れ自体に価値があるというよりも,付 和雷同を巻 き

起こし,あ るいはそれを好むものを着実に増加 させ,外 部から価値を付けて

42)Supranote1,p102.

43)日 本 語 版 ウ ィ キペ デ ィ ア 「同人 誌 」 の項 目よ り引 用 。
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もらう性質のものである。伝統的な文学者からすればクソミソのケータイ小

説でもファンがつけばミリオンセラーになるのである。パブリシティ権 も同

じようなものである。また,商 標や商号などについては,`正 当な'努 力に

よって得た市場における優越性 を保護するものにすぎない。しかし,独 り相

撲でその市場における優越性が出来上がったのではない。その商品,サ ービ

スについて,底 固いファンと軽桃浮薄 なファンが支えてくれて出来上ったも

のである。

ファンとファンサイ トが公式に許諾を得ることなく利用 している著作権や

商標権などの知的財産権について,権 利者側が一見合法的で正当な権利主張

をすることが,フ ァンとファンサイ トの反感 反発で終わるときにはそれで

よかろうが,フ ォー ド・レンジャー事件のようにファンサイ トでの憤 りを超

えて,フ ァンに対 して社会的な支持が集まり,権 利者企業が非難 される方向

に発展しないとは限らない。ファンだけでなく一般消費者に対 して,当 該商

品,サ ービスについての実質的不買行動 を誘発 し,ラ イバル企業の商品,

サービスの購入に向かわせることになれば その代償は著作権,商 標権 どこ

ろの話ではな くなる44)。

いずれにしても,ご く少数のほんとうに優れた文化的価値 科学技術性,

美術工芸的価値のあるものだけが世代 を超えた目利 きのファンに支えられ,

次の時代に生き延び,多 くのものはファンと消費者に見放 される。そのとき

にファンに嫌がらせをした,い っときもてはやされ天井知 らずだった知的財

産の価値は鳥有に帰す。

む す び

ファンに よって支え られた知的財 産の権利者 は,フ ァンとフ ァンサイ トに

対 して強者,支 配者 の如 く,振 る舞 お うとする者 が少 な くない。正 当な法 的

権利 の行使 にす ぎない との意識 がそれを支 えている。当該知 的財 産の価値 を

持続 し,将 来的に も一定の不労所得 を得 たい とい うこ とで,権 利者 のフ ァン

44)Cf.Supranote2,pp1278-1280.
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を コン トロール したい とい う意識 に合理性 はある。 しか し,フ ァンは 自分 で

感 じ,自 分 自身のア タマで考えるか もしれない独 立の(法)主 体 である。賢

明な権利 者は,寛 容 な姿勢 をとり,フ ァンとフ ァンサイ トを知 的財 産を損傷

する存在 と見るのではな く,広 報 をにな う,俸 給 な しのマーケテ ィング協力

者 と考えるべ きものの ように思われる45)。

(やまもと・じゅんいち/経 営学部教授/2014年6月9日 受理)

45)Supranote1,p100.
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AnEssayontheRelationbetweenFandom

andIntellectualPropertyRights

YAMAMOTOJun-ichi

Everyonehas,moreorless,someattachmenttoanythingonearth.Thisis

whyfandomcomesintobeing.Capitalisticsocietiesexistonthishuman

tendency.InInternetAge,fandombecomesmoreimportantforbusiness.

Presentbusinessmustbearmedwithintellectualpropertyrights,

especiallycopyright,trademark,andsoon.Someright-holdersmake

authorizedfanclubsinordertosecurelawfulprofitsfromobedientfans,

whileactive,independentfanswouldoftengatherthemselves,andorganize

theirownfanclubstousefreelythebelovedcharactersandlogos,legally

copyrightandtrademark.whichbelongtotheright-owners.Someofright

holderswouldbullystronglytheirownfansorganizedintounauthorized

fanclubs.But,theyhavetothinkabouttheirprofitstructure.Notlittle

moneyusedtocomefromsuchfans.Industriallyusedintellectualproperty

rightsshouldonlyprotectaprominentpositionofright-ownersina

competitivemarket,whoselegalrightsusedtobegainedthroughmassive

endeavor,investmentandhistory.Theirfandomhasbeengreatlycontributing

totheirprosperity.Consequently,intellectualpropertyownedcompanies

shouldgiveproperandthoughtfulconsiderationtotheirownfandom,

especiallyyoungpeople.


